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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　断面略逆Ｖ字状に形成された固形培地が栽培ベッド上に長手方向に配置された果菜類栽
培装置。
【請求項２】
　対となる略板状の固形培地用部材を切妻屋根形状に配設することにより、前記断面略逆
Ｖ字状の固形培地が形成された請求項１記載の果菜類栽培装置。
【請求項３】
　前記栽培ベッド上に長手方向の排水用溝が設けられた請求項１又は請求項２記載の果菜
類栽培装置。
【請求項４】
　長手方向に延設され、前記固形培地に上方から灌水する灌水手段と、
　前記固形培地の頂部及びその近傍を被覆する浸水性シート部材と、を備えた請求項１～
３のいずれか一項記載の果菜類栽培装置。
【請求項５】
　前記栽培ベッドと前記固形培地と間に形成された内空部に、温度調節用の空気供給管が
設置された請求項１～４のいずれか一項記載の果菜類栽培装置。
【請求項６】
　前記断面略Ｖ字状に形成された固形培地の内角が略９０度である請求項１～５のいずれ
か一項記載の果菜類栽培装置。
【請求項７】
　前記固形培地が、バーミキュライトを膨積させて成形することにより形成されたもので
ある請求項１～６のいずれか一項記載の果菜類栽培装置。
【請求項８】
　断面略逆Ｖ字状に形成された固形培地を栽培ベッド上に長手方向に配置し、該固形培地
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上で果菜類の栽培を行う果菜類栽培方法。
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